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１　はじめに

　アメリカという国について、自分たちはどれくらい知っているのだろうか、そして、日
本との違いを尋ねられたとき、どんな視点から、どれくらい具体的に、そしてどれくらい
の正確さで答えられるだろうか。今回の研究テーマ「日米ライフスタイル比較」は、そん
な疑問から浮かんできた。
　日本はアメリカの影響を大きく受けており、アメリカのライフスタイルや文化を多く取
り入れていることも漠然と理解している。しかし、日本古来の文化や伝統を大切にしてい
ることも事実である。アメリカも同様で、日本とは違った文化やライフスタイルが随所に
見られるはずである。
　そこで、すべては網羅できないけれども、私たちが見てきたアメリカを、日本と比較し
ながらまとめてみようと試みたのが、この「日米ライフスタイル比較」である。

２　研修を進めるにあたって

　私たちは、本研修を進めるにあたって、次のような共通理解を図った。

３　ホームページの作成

　研修の成果を、ホームページにまとめた。実地研修の前に、衣・食・住・学校・値段・
その他という観点から、まず日本について、洗い出した。これはアメリカと違うだろうと
いう推測のもと、次のような項目を設定し、写真とコメントを添えた。その後、アメリカ
について、実地研修で取材をした。また、英語版も作成した。
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Ｃ　班　報　告

・アメリカと日本の生活スタイル・文化を比較しながら、その違いがどこからくるの
か、文化的背景を探る。 
・ホームページにまとめて小中高の教育現場で利用可能な教材としたい。
・ホストファミリーを中心とするインタビュー、様々な文献、モノの収集などにより
探求する。
・「アメリカンライフ」の内容として、衣・食・住・学校・値段・その他の項目を扱
う。 
・日本の該当項目を作成しておき、アメリカで取材をし完成させる。また、アメリカ
で新たに発見されたものがあれば、追加していく。


